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アンケート協力者：30人 

 

第 1 部 基調講演 

みんなで考えよう！マンション等でのつながり作り！ 

講師：大阪大学大学院 人間科学研究科教授  斉藤 弥生氏 

 

第 2 部 参加者同士の意見交流 

・どのような課題を感じているか。 

・どのような取り組み（イメージ）をしているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マンション交流会（アンケート抜粋） 

～ 超高齢社会！共同住宅での交流・つながり作りを考える ～ 



①今回のマンション交流会はいかがでしたか。 

大いに満足した（6） 満足した（17） 少し不満（3） 大いに不満（0） 未回答（4） 

 

②第 1部 基調講演で印象に残ったポイント・キーワードがあれば記入ください。 

2-1 人が集まると予想しない新しいことがおこる可能性があると言われていたこと。 

2-2 楽しいことをしてつながりを作る。 

2-3「ちゃっと」の活動紹介。組織が入ることで隣近所の煩わしさが軽減される 

2-4 過疎地域の高齢者協同組合の話が印象的でした。社会的価値を生み出すことで、薬が要らなくなる

くらい元気になるのは素敵なことだと思いました。また、元気なうちから地域とつながっておくと

いうことも大事だということも再認識しました。 

2-5 近所の人は、気を使う。解消のためにワンクッション入れる、のは確かに！と思った。 

2-6 樋口恵子さんのヨタヘロ期 、自助、互助、共助、公助、特に互助は災害時だけではないと痛感。 

2-7 人が集まるためには、楽しい事などまずはきっかけが必要との話になるほどと思いました。 

2-8 ヨタヘロが谷間になっているが増えてきている。つながりづくりが増えた。日本は物のやり取りが

多いのに人に頼らない人が多い。近所づきあい＝気を使うことの方が大きい。一筋縄ではいかな

い。血縁にたのむ→近所に迷惑をかけたくない文化が底にある。 

2-9 仕組み、仕掛けが充実してきているのは評価できると思った。ただ、人と人とのつき合いが難しい

ので、その対策の例が聞きたかった。 

 

③第2部 参加者同士の意見交流で印象に残ったポイント・キーワードがあれば記入ください。 

3-1 マンション住民の高齢化に伴う課題や悩みを共有できた。防災、管理組合運営等。 

3-2 マンションのなかで、つながりづくりに取り組んでいる方がいること。 

3-3 同じマンションでも世帯数の違い(500 以上)で繋がりとなる行事に踏み込めない。 

3-4 先ずはやってみてそこからのひろがりを期待する。 

3-5 包括センターの出前講座を活用しているマンションがあり、和が広がっていく成功例を聞けてとて

も参考になりました。 

3-6 防災訓練に懇親会をブラスし参加率アップ 

3-7 深い付合いを望まない人が多い。 

3-8 マンションの規模の違いにより対応が変わることが印象的だった。 

3-9 高齢者が増えて自治会や世話役をする人の成り手がなく困る。 

3-10 住民参加のカフェサロンでつながる。 

3-11 マンション内で交流をしているのが多かった。 

3-12 オートロックのマンションでつながり作りが難しい。マンション内での交流を望まない。 

3-13 表札がない住民さんが多くなった。 

3-14 参加者の報告を聞いて、「初めて知った」などの感想が出され有意義な交流ができました。 

 

 



④マンション等の共同住宅での孤立防止、つながりづくり等で必要なことを記入ください 

4-1 働きかけ。ゆるやかなつながり 

4-2 おせっかい、うるさいと思われても声掛け 

4-3 先ずは挨拶、コミュニケーションの始まり、楽しい事なら参加しやすい 

4-4 住民だけで計画運営するのではなく専門家や行政も巻き込んで楽しいことや誰でもできることを

してみる 

4-5「ちゃっと」のようなシステムでマンション内の高齢者と若者世代がうまくマッチングできたら災

害時心強いなぁと思いました。 

4-6 多層的勧誘  多種多様な個性を持った住人に 1方向からの声掛けでは解決しない 

4-7 核になるキーパーソン（育成 or 行政、業者？）が必要だと思います。住民の高齢化が進みすぎて

いる所は、自力だけでは難しい。 

4-8 常設の場の提供を、推進者が無理なく続けられること 

4-9 同じフロアだけからでも挨拶、声掛けなどを始め、マンション全体に浸透させること。 

4-10 特にエレベーターは最適な場所 

4-11 継続性を担保する組織づくり 

4-12 高齢者が外出したがるような催し 

4-13 防火訓練をするのも楽しくできる様に工夫したり、お互いが顔の見える関係ができる様な集まり

などが必要だと思います。 

4-14 人との交流、昼間高齢者が多いときの対応。老人クラブを設立して企画を考えていく。 

4-15 本人の意思もあり、難しいと感じる。防火・防災訓練を実施する。 

4-16 まずは気づきを包括支援センター等の専門機関に相談する。 

 

⑤今後、マンション交流会を開催する際に取り上げてほしいテーマがあれば記入ください。 

5-1 普段からの付き合いのあり方 

5-2 マンションの課題と思われる課題をテーマに交流 

5-3 町内会費とは、いくら？イベントの参加には、お金を集めないのか。 

5-4 テーマを絞って頂けたら、より交流会の意気が上がり、ひとつずつ前に進むと。 

5-5 個人情報やプライベートにどこまで踏み込むのが踏み込まないのが適切なのか 

5-6 実際にたくさんの方が参加されたイベント事例発表 

5-7 マンション内 SNS 活用している地区があれば教えてほしい（連絡網システム導入など） 

5-8 有効だった声掛けの方法を聞きたい 

5-9 自治会運営の手伝いをしてくれる所が無いか教えて欲しい。定型文章作成等、切り出せる部分を有

償で外部に頼みたいが、そんな活動を取り入れている所はないか？ 

5-10 防災訓練、懇親会、広報活動などマンションの規模ごとのグループで情報交換したい 

5-11 茶話会＆ごみ分別、ごみの行き先(再利用) 

5-12 マンションで会を開催するときに工夫していること。マンションの取り組み紹介 

5-13 個人情報の壁。 



5-14 マンションの終活についての話し合い。 

5-15 マンション内で交流があってもだんだん高齢化して交流が少なくなる。外の人も入れるか？ 

5-16 定期開催を望みます。 

5-17 地域の違いがあり、それにつながる共にできる活動を又場所を作っていただけること。 

5-18 こども食堂、地域食堂。 

 

⑥その他、お気づきの点がありましたら記入ください。 

6-1 定期的な開催を希望します♪ 

6-2 とても有意義な時間となりました。このような機会を継続的に取り組んでください。 

6-3 グループによると思うがマンション交流会というよりつながり作りを考え実践している人の相談

会の印象であった。 

6-4 皆様、前向きで、主催者の若き方々も前向きで元気頂きました。又次回もおまちします。 

6-5 マンション交流とは、少し角度の違うお話でしたが、マンション交流に活かせるヒントを多く聴け

たのでとても参考になりました。また、テーブルでの交流会もうまく進行の方がまわしていただい

たので、皆さんとお話ができ、意見もたくさん聞けたので情報収集ができてよかったです。 

6-6 カレー交流会は実践してみたいと思っています。 

6-7 今回は有難うございました グループの時間が短いのが残念でした 

6-8 ちょっと最初主旨と違う話をされる方もいたので、マンションの管理についてではない事を募集時

にアナウンスした方が良いと思います。 

6-9 基調講演はとても良かったです。目からうろこの視点が。「協働による福祉の社会的価値」の考え

はいいですね。 

6-10 基調講演の後質問タイムがあればよかった。 

6-11 この交流会もっと早く出来ていればな…と現状思います。 


